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平成17年度身近な野生生物の観察事業 

～こどもエコクラブを対象とした「ExTEND野生生物観察隊」～ 

について 

 
 ExTEND 2005の中で「野生生物の観察」は一番目の柱として位置付けられている。また、

「情報提供とリスクコミュニケーション等の推進」の中でも「環境教育」を掲げている。 

これらを踏まえ、こどもたちや一般市民の方々に、生態系に対する関心・興味をもって

もらうことを主な目的とし、平成17年度から本事業を開始することとした。 

 

１．参加クラブ 

平成 17年度は、事業初年度であったため、試行的に事業を開始した。事務局であ

る日本環境協会の推薦により既存10クラブの協力を得て行った。 

 

２．観察準備会 

野生生物の観察準備会を開催し、野生生物の観察の専門家、エコクラブの代表指導

者、環境省及び事務局で、本事業の方向性等についての検討を行った。 

 

３．観察調査及びレポート報告 

観察事業準備会で策定された要項に基づき、平成17年８月～12月の期間中、各ク

ラブで観察調査を３回以上実施し、観察調査結果をまとめた観察レポートを提出し

た。 

 

４．こどもエコクラブ全国フェスティバルinかめやま(平成18年３月25，26日開催) 

(１)各クラブから提出されたレポートをとりまとめ、パネル展示し、成果を発表した。 

(２)代表として３クラブを派遣した。 

(３)千石正一先生（財団法人自然環境研究センター研究主幹）より、本事業の総まとめ、

野生生物観察の重要さ、困難さについて講演。 

 

５．報告書の作成・配布 

提出されたレポートの他、専門の先生方からのコメントや全国フェスティバルの様

子をまとめた報告書を作成し、参加者全員に配布した。 










